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研 究 課 題　諸外国における仏教研究の動向の把握と資料の収集・整理・公開
研究代表者　Michael J. Conway
研 究 員　Michael J. Conway（講師・真宗学）
加来　雄之（教授・真宗学）
Dash Shobha Rani（准教授・仏教学）
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研究補助員（RA）　NGUYEN TUONG GIANG（博士後期課程第 2 学年）
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西蔵文献研究












研究補助員（RA）　GENGZANG QIEZHU（博士後期課程第 3 学年）
　　　秦野　貴生（博士後期課程第 3 学年）
清沢満之研究
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 東　　真行（親鸞仏教センター研究員）
研 究 課 題　モンゴルの世界遺産ブルカン・カルドゥン山に関する歴史文献学及
び文化遺産学的研究
研究代表者 松川　　節
研 究 員 松川　　節（教授・モンゴル学）
協同研究員 小野　　浩（京都橘大学文学部教授）
研究協力員（RA）　ARILDII BURMAA（博士課程後期第 3 学年）





研 究 課 題　中国唐代・道綽浄土思想の基礎的研究
研究代表者　Michael J. Conway
研 究 員　Michael J. Conway（講師・真宗学）
協同研究員　斎藤　隆信（佛教大学特任教授）
宮井　里佳（埼玉工業大学人間社会学部教授）
研究協力員（RA）　三池 大地（博士後期課程第 3 学年）











研 究 課 題 再犯リスク低減と更生の基盤づくりを目指したピアサポート活動の
試行的実践とその評価
研究代表者 脇中　　洋（教授・発達心理学・法心理学）
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研 究 課 題　幼児期・児童期前期における自己評価変動モデルの構築
研究代表者　渡邉　大介（講師・発達心理学・教育心理学）
研 究 課 題　東南アジアサッカー市場における移民選手の戦略とネットワーク
研究代表者　阿部　利洋（教授・社会学）
研 究 課 題　インド・チベット論理学相互理解のための基礎資料の構築
研究代表者　福田　洋一（教授・仏教学）
研 究 課 題　ダンス教育で育てるからだを問う～ソマティクスとボディ・ワーク
のかかわりから
研究代表者　原田奈名子（教授・体育科教育・舞踊学および舞踊教育学・Somatics）
研 究 課 題　嗅覚刺激に基づく感覚間相互作用を活かした美術鑑賞教育法の実践
的研究
研究代表者　池永　真義（准教授・美術教育学）
研 究 課 題　19 世紀フランス詩における宗教的混淆―教育から文学創造へ
研究代表者　塚島　真実（本学非常勤講師・特別研究員）
研 究 課 題　東南アジア大陸部で発展した積徳行文献の体系解明
研究代表者　清水　洋平（本学非常勤講師・特別研究員）
研 究 課 題　『甚深伝』校訂と解析によるミラレーパの仏教思想の解明
研究代表者　渡邊　温子（本学非常勤講師・特別研究員）
研 究 課 題　認知症患者との「関係性」についての新モデルの構築と展開―「主
体」論を超えて
研究代表者　翁　　和美（特別研究員）
研 究 課 題　タスク条件がもたらす日本人英語学習者のスピーキングへの影響
研究代表者　西川　幸余（准教授・英語教育・英米文化）
研 究 課 題　生活困難状況にある若者への離家支援としての共同生活型支援の実
態及び有効性の検討
研究代表者　岡部　　茜（講師・社会学・社会福祉学）
研 究 課 題　儒教文化で捉える「孝」の表現と終末期医療倫理の再構築―日本と




研 究 課 題　農業奉公の歴史社会学的研究―労働を通じた社会的包摂に着目して
研究代表者　阿部　友香（任期制助教・特別研究員）
研 究 課 題　Towards the Development of a Critical Learning Support System 
for Primary School Teachers of English
研究代表者　Ryan W. Smithers（准教授・外国語教育・言語学・英米文化）
研 究 課 題　キンギョから見る知覚統合の進化的基盤
研究代表者　高橋　　真（准教授・比較認知科学）





研 究 課 題　陽明学派の三教合一思想と皇帝政治
研究代表者　岩本真利絵（任期制助教・特別研究員）
研 究 課 題　「文豪」夏目漱石像と岩波文化の研究：小林勇旧蔵『漱石全集』編
纂関連資料を用いて
研究代表者　服部　徹也（任期制助教・特別研究員）
研 究 課 題　ハイデッガー「黒ノート」におけるユダヤ問題の研究――形而上学
批判を基点として
研究代表者　田鍋　良臣（本学非常勤講師・特別研究員）
研 究 課 題　『四六文章図』研究―日本中世から近世における駢体の「読み書き」
をめぐって―
研究代表者　上原　尉暢（元本学非常勤講師・特別研究員）
研 究 課 題　20 世紀初頭の山西省における水利会社の設立の経緯とその後の展
開
研究代表者　井黒　　忍（准教授・東洋史）
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研 究 課 題　＜省察的実践＞と＜よりそう支援＞の親和性に着目した支援モデル
の研究
研究代表者　大原　ゆい（講師・社会学）
研 究 課 題　19 世紀後半のドイツ語文学における「地方」と「ガリツィア」の
表象の比較
研究代表者　麻生　陽子（講師・ドイツ文学・文化）
研 究 課 題　田辺哲学の中期から後期への発展の解明－武内義範との交流を踏ま
えて
研究代表者　浦井　　聡（任期制助教・特別研究員）
研 究 課 題　中世前期の飛鳥井家における顕昭の著作の受容の研究
研究代表者　鎌田　智恵（任期制助教・特別研究員）




研 究 課 題　坂東本『教行信証』読解のための基礎研究
研究代表者　青柳　英司（PD 研究員・真宗学）
研 究 課 題　近代日本の大衆文化における教祖像の研究
研究代表者　大澤　絢子（PD 研究員・宗教学・近代宗教文学）
研 究 課 題　「孝」思想に基づく終末期医療の法と倫理―儒教文化圏における「善
終」の実践と意思決定制度の変遷―
研究代表者　鍾　　宜錚（PD 研究員・生命倫理学）

























　さらに 2019 年度は研究班にとって最終年度に当たるため、3 年間に亘り調査に協
力いただいた岐阜県揖斐郡揖斐川町春日地区の寺院が所属する真宗大谷派大垣教区
の教務所（大垣市）において、現地報告会「揖斐川町春日地区における「地域と寺





















1 ）国際真宗学会（IASBS）第 19 回学術大会におけるパネルおよび個人発表



















「Women in Buddhism: Problems and Prospects」（女性と仏教―課題と展望）シ
ンポジウム開催
2019 年 10 月 11 日（金）10 時半から 17 時まで響流館 3 回メディア演習室にて
以下の二名を招聘してシンポジウムを開催した。
①「真宗寺院における女性の役割」望月慶子（真宗大谷派宗議会議員）
②「Leading to Liberation and New Horizons through Networking: Buddhist 
Women & Bridging Worlds」（ネットワーク作りによって新しい地平と解
放へ導く―仏教徒の女性と世界の橋渡し）Christie Chang (CIEE, National 
Chengchi University, Taipei)
③「革新としての伝統―欧米における比丘尼僧伽―」Ute Hüsken(Department 
of Cultural and Religious History of South Asia, South Asia Institute, ハイデル
ベルク大学 ) 交通事故のため来日できず、送られてきた資料を代読する形での
発表がなされた。









文集）出版を目標とする。その第６回ワークショップが 2019 年 6 月 21 日（金）
から 23 日（日）に本学で開催された。新型コロナウィルスの影響により第７回





1 ）真宗近代教学アンソロジーCultivating Spirituality 出版記念シンポジウムの
成果出版













⑤ The Eastern Buddhist Society 東方仏教徒協会（EBS）の事業
　第 48 巻第 1 号を 10 月に刊行し、第 48 巻第 2 号を 3 月に刊行した。
編集顧問の制度を見直し、他の英文学術雑誌の体制に合わせる形で 5 年任期で新
たに 8 名の編集顧問を任命した。
なお、2021 年に予定している第 3 シリーズに向けて様々な調整を行った。そし
て 2021 年に迎える協会設立百周年記念事業について企画し始めた。
⑥公開講演会の開催
2019 年 4 月 23 日（火）にジョリオン・トマス氏（ペンシルバニア大学助教授）
を講師として招き、「Japanese Buddhists and Religious Freedom」（日本人仏教
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者と信教の自由）という題名のもと、公開講演会を開催した。
2019 年 5 月 23 日 ( 木 ) にジョナサン・シルク氏（ライデン大学地域研究研究所教授）
を講師として招き、「Editing without an Ur-text: Buddhist Sūtras, Rabbinic Text 
Criticism, and the Open Philology Digital Humanities Project」（原典を欠いた編
集――仏教経典、ラビ文献の本文批評と、オープン・フィロロジーというデジタル・
ヒューマニティーズのプロジェクト）という題のもと、公開講演会を開催した。
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成果の取りまとめを行った。また、2020 年 1 月 24 日～ 1 月 31 日まで、モンゴル国
立大学総合科学部人文系哲学・宗教学科准教授 S. ヤンジンスレンを招聘し、13 ～
17 世紀のモンゴルにおける仏教寺院の発展について共同研究を行った。1 月 30 日
には、氏を講師として、「19 ～ 20 世紀のモンゴル僧ザワーダムディン・ガブジの著
作について」のテーマのもと公開研究会を行った。
3　海外の研究者・研究機関との交流



















1 .  受容期の日本の仏教




4 . 普及期の日本仏教① ——南北朝～室町・戦国——














3 班に分かれ、週 1、2 回のペースで定期的に行った。夏季休暇中に大幅なペースアッ
プを図り、入念な確認作業をへて、11 月初旬に入稿した。校正刷での校正を 3 校















　2019 年 6 月 24 日（月）、岩波書店に西本祐攝（研究代表者）と大艸啓（庶務）で
出張。前年度に『全集』別巻刊行について岩波書店の担当者と出版交渉を行っており、
2019年4月に同社からの出版が確定した。これにより①契約方法、②編集スケジュー























② 1941 ～ 46 年頃に大谷大学に留学していたサティアン・パンタンランシー師につ
いて照会があり、大谷大学史資料や『真宗』から関係する資料等を提示した。そして、
全国大学史資料協議会東日本部会創立 30 周年記念展／立教学院展示館・第 6 回企
画展「『新しい大学』の誕生―今日の大学の原点をさぐる―」での展示のため写真デー




史」（期間：2019 年 3 月 29 日～ 7 月 23 日）および新制大学として認可された 1949
年当時の様子を紹介した「新制「大谷大学」誕生」（期間：7 月 24 日～ 9 月 20 日）
の学内展示をした。
④大学史に関する知識を深めるために嘱託研究員の松岡智美氏が全国大学史資料協








で、2019 年度には 553 件の古典籍データを新たに公開した。これによって 2020 年





2019 年度は、「大谷貝葉」の中の論書文献Atthasālinī（請求番号：IV-1 ～ 16, 18 ～
20）の表題に記されている難解文章の読解の結果、この写本は、ラーマ 1 世（在位：







2019 年 11 月 18 日（月）木越康氏（大谷大学学長）「「臨床仏教」という発想から―「新
しい時代における寺院のあり方研究へ」」
2019 年 12 月 2 日（月）君島彩子氏（駒澤大学仏教経済研究所研究員）「公共空間に
おける仏像の役割―広島・長崎・沖縄の平和公園内の観音像を中心に―」
2. 現地調査
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大澤　絢子 2020 年度 PD 個人研究（大澤班）研究代表者・東京分室 PD 研究
員
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